
申し込み　 問合わせ

器
に
は
収
納
す
る
危
険
物
ご
と
に
法

令
で
定
め
ら
れ
た
品
名
な
ど
を
表
示

❹
灯
油
用
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
に 

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
は
収
納
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
局
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
９

農
業
集
落
排
水
は
適
切
な
利
用
を

　

生
ご
み
や
紙
お
む
つ
、
調
理
油
な

ど
水
に
溶
け
な
い
も
の
を
流
す
と
排 

水
管
の
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

誤
っ
て
流
さ
な
い
よ
う
注
意
し
、
宅

介
護
保
険
の
利
用
状
況
を
通
知

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、

介
護
保
険
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ
を

10
月
下
旬
に
郵
送
。
５
月
か
ら
８
月

ま
で
の
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
利
用
分
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
１
２
９

県
最
低
賃
金
が
７
８
３
円
に
改
正

　

県
内
で
働
く
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
、
時

間
額
７
５
９
円
か
ら
７
８
３
円
へ
改

正
に
な
り
ま
し
た
。

群
馬
労
働
局

☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐
４
７
３
７

危
険
物
収
納
は
適
正
な
容
器
で

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な
ど
の

危
険
物
を
入
れ
る
容
器
に
は
、
次
の

よ
う
な
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　

❶
消
防
法
令
で
定
め
ら
れ
た
材
質
・ 

構
造
・
容
量
の
容
器
に
収
納
❷
試
験

に
合
格
し
た
容
器
（
試
験
確
認
済
証

な
ど
の
表
示
が
あ
る
）
が
推
奨
❸
容

災
害
時
飲
料
水
の
備
蓄
量
を
増
加

　

震
災
時
の
避
難
所
や
避
難
者
の
状

況
を
踏
ま
え
、
本
市
の
飲
料
水
備
蓄

計
画
を
見
直
し
。
市
の
指
定
避
難
所

で
あ
る
小
中
学
校
全
て
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
水
の
備
蓄
量
を
７
０
０
㍑

に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
内
８
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
飲
料

水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
の
取
り
扱
い

を
変
更
。
兼
用
機
能
を
な
く
し
、
飲

料
水
と
し
て
は
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
防
火
用
水
な
ど
で
利
用
で

き
ま
す
。

危
機
管
理
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

４
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
懇
話
会

　

地
域
審
議
会
と
地
域
懇
話
会
を
開

催
し
ま
す
。
新
市
建
設
計
画
事
業
や

新
市
基
本
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
説
明
。
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
、定
員
は
各
会
場
先
着
10
人
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
会

議
開
始
30
分
前
か
ら
10
分
前
ま
で
に

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
大
胡
地
区

日
時
＝
11
月
13
日
㈪
午
前
10
時

会
場
＝
大
胡
支
所

同
所

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
０
１
１
１

●
宮
城
地
区

日
時
＝
11
月
８
日
㈬
午
前
10
時

会
場
＝
宮
城
支
所

同
所

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
２
１
３
１

●
粕
川
地
区

日
時
＝
11
月
14
日
㈫
午
前
10
時

会
場
＝
粕
川
支
所

同
所

☎
０
２
７
‐
２
８
５
‐
４
１
１
２

●
富
士
見
地
区

日
時
＝
11
月
７
日
㈫
午
前
10
時

会
場
＝
富
士
見
支
所

同
所

☎
０
２
７
‐
２
８
８
‐
２
２
１
１

ご
み
の
分
別
を
見
直
そ
う

　

使
い
終
わ
っ
た
メ
モ
用
紙
や
着
な

く
な
っ
た
洋
服
は
可
燃
ご
み
で
は
あ 

り
ま
せ
ん
。
「
紙
・
衣
類
等
の
日
」 

に
出
せ
ば
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
容
器
や
瓶
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
資
源
で
す
。

10
月
20
日
㈮
は
前
橋
市
民
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
。
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
済
小
型
家
電
や
廃
食
用
油
も

リ
サ
イ
ク
ル

　

使
用
済
小
型
家
電
は
使
用
済
小
型

家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
の
大
き

さ
は
縦
15
㌢
×
横
30
㌢
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
液
状
の
サ

ラ
ダ
油
な
ど
の
植
物
性
油
は
パ
ン
粉

や
天
か
す
な
ど
を
取
り
除
い
た
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ス
ク
リ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
プ
の
容
器
に
入
れ
、
廃
食
用

油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
市
役
所
や
支

所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
拠
点
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
２

11
月
６
日
に
大
胡
体
育
館
が
休
館

　

定
期
清
掃
な
ど
の
た
め
、
大
胡
体 

育
館
は
11
月
６
日
㈪
に
休
館
し
ま
す
。

東
部
施
設
管
理
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
７
３
５

地
内
の
排
水
升
は
点
検
し
て
清
掃
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
村
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
１
４

高
額
療
養
費
通
知
来
た
ら
申
請
を

　

１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る

と
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら

高
額
療
養
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
医
療
費
は
そ

の
支
給
額
を
差
し
引
い
た
額
ま
で
を

負
担
。
過
払
い
が
あ
る
場
合
は
返
還

が
必
要
で
す
。
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
３

火
災
に
備
え
消
防
隊
が
秋
季
点
検

　

火
災
が
多
く
発
生
す
る
時
季
に
備 

え
、
消
防
隊
員
の
秋
季
点
検
を
実
施
。

姿
勢
と
服
装
の
点
検
や
分
列
行
進
、

一
斉
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
、
隊
員

の
士
気
を
高
め
ま
す
。

日
時
＝
10
月
29
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

会
場
＝
関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

（
上
泉
町
）

消
防
局
警
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
１

く
ら
し
の
情
報

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

お
知
ら
せ

Jアラートや防災無線の訓練を行います
　緊急時に早く確実に市民へ情報を伝える全国瞬時警報シス
テム（ Jアラート）。北朝鮮からのミサイル飛来などの国民保
護情報と緊急地震速報を想定した全国一斉情報伝達訓練を行
います。本市では防災行政無線と防災ラジオから緊急放送を
実施。実際の災害と間違えないように注意してください。
日時＝〈国民保護情報 〉10月25日㈬午後2時〈緊急地震速
報 〉11月1日㈬午前10時

危機管理室 ☎027-898-5935

2年に1度の武者行列 総社秋元公歴史まつり

　江戸時代初期に上野
総社藩を治めた秋元公
をたたえ、平成2年か
ら始まったこの祭り。
勇壮な武者行列が地区
を練り歩くほか、舞台
発表や物産展、氷彫刻
なども行います。
日時＝11月12日㈰午
前10時～午後3時30
分 ( 出陣式は正午、武
者行列は午後1時)
会場＝総社市民サービ
スセンターなど
その他＝駐車場は鍛冶
町NSK駐車場と総社小
を使用

同実行委員会
☎027-251-4933

市長コラム
Mayor’s  Column

　料理の盛り付けを彩る葉っぱや花を出荷す
る「葉っぱビジネス」を女性や高齢者のため
の仕事として成功させた徳島県上勝町が全国
から注目を集めています。
　今年、前橋市北部の赤城山南麗地域はスロ
ーシティ国際連盟に加盟しました。世界で２３
６都市、日本では２番目の加盟です。赤城南
麓の人たちが築いてこられた歴史・文化・産
業・環境保護が世界に認められた証明です。
　前橋市も赤城山の見慣れた景色の中に埋まっ 
ている宝物に磨きをかけ、若者が戻ってくる
仕事と高齢者の生き甲斐となる仕事を創り上
げていきましょう。

群
馬
総
社

午後1時～
3時30分
まで交通規制

午後1時～
1時50分
まで交通規制

総社町総社
交差点

至大渡橋
前橋箕郷線

往 

路

復 

路

六中

元景寺

総社秋元公歴史まつり
武者行列案内図

勝山小

総社小

旧
本
間
酒
店

総社公民館

粟島
公民館

群馬銀行
光巌寺

鍛冶町公民館

ローソン

新
田
公
民
館

天
狗
岩
用
水
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